
４月２９日きらきら発電定期総会、若林クリニックで開く 

 地産地消の再エネで地域を豊かにしよう！ 
 NPO きらきら発電は休日の 4 月 29 日(水)午前 9 時半より 12 時半まで、仙台市若林区の若林ク

リニックで 2026 年度の定期総会を開催します。総会では法人結成 11 年目の活動をふりかえり、

イラン戦争で高騰する石油に対抗するため、地産地消の再エネ発電をダイナミックに展開していく

方針を提示します。あわせて太白区秋保町の森林を購入し、自然環境を

守るための山林農業(アグロフォレストリー)を展開し始めた FFF 仙台

の活動を支援する方針を新たに提案します。「地球環境と自分たちの生

活を守る」という私たちと同じ視点で活躍する若者とのコラボレーショ

ンです。総会後の記念講演では、太陽光で発電した電気を売電する会社

を埼玉で立ち上げた市民の取り組みを紹介します。講師は埼玉県小川町

おでんの会の岩出智子さん(右写真)です。 

地産地消の再エネ発電をさらにダイナミックに展開を 

 日本は今新たなオイルショックの波を受けています。国債の大量発行を原因とする円安の進行と

国際法無視のトランプ政権によるイラン戦争のための石油高騰です。今や再エネが一番安い時代に

なっています。私たちの市民経済を守るため、また地球沸騰化阻止のため、地産地消の再エネ発電

をダイナミックに展開しながら充電装備も拡充していく必要があります。具体的には建物の屋根だ

けでなく、駐車場にソーラーカーポートや垂直型太陽光の設置を提案します。 

市民が再エネ電力を売電する新たな取り組みを学ぶ 

 市民の経済力では、発想が狭くなります。そこで市民が太陽光発電の電気を売電する企業を立ち

上げた話を総会後の記念講演会でお聞きします。講師は埼玉県小川町おでんの会の岩出智子さん。

1996 年に始まった小川町自然エネルギー研究会が母体になり、昨年 Ogawa 

Diverse Energies(ODEN)を立ち上げました。記念講演は質疑時間も入れ

て、午前 10時半から午前 12時の 1 時間半です。 

総会はオンライン参加も可能 （https://forms.gle/KBvBFWSesSVosWCG9）☞ 

今回もオンライン参加が可能です。参加希望者は 4月 24日まで、右 QRコ

ードから申し込みを。会場参加者は 4月 25日まで連絡ください。 

秋保の森観察希望者を案内します 

 きらきら発電事務局では FFF 仙台が立ち上げた「アグロフォレ

ストリーの森秋保」を車で案内します。1人でも可。毎月第 2・第 4

土曜日の午前に対応します。右記の電話かメール先に申し込みを。

集合時間・場所を相談します。 

きらきら発電「十年のあゆみ」動画 

 公開した「十年のあゆみ」動画のリンクです。☞ 

https://youtu.be/NKV4OGJABvM （右記 QRから視聴可能） 
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仙台市が太陽光発電事業に関する新条例案を提案 

規制だけでなく再エネ事業の拡充強化が必須 
（下記は、水戸部理事長名で仙台市に提出したパブコメです。） 

 


